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１．観光振興における基本方針 

 

（１）ビジョン（将来像） 

 

荒尾市観光振興計画（第２期）のビジョン 

幸せを感じる 感動が生まれる 荒尾 

これまで受け継がれてきた自然や歴史・文化、伝統、食、生活などの荒尾の魅力を、 

地域の人々が磨き上げ、その価値を伝えていくことで新たな魅力が生まれます。 

この新たな魅力を観光客が地域の人との交流を通じて共有することで、「幸せを感じ

る 感動が生まれる 荒尾」につながり、地域の活性化につながります。 

 

 

 

 

（２）基本方針 

 

荒尾市観光振興計画（第２期）の基本方針 

荒尾の魅力（人と資源）を磨き上げる 
 

 

 

内（地域の人々）への効果 

これまで見つめなおした荒尾の魅力（資源）に、荒尾のもうひとつの魅力であ

る「人」が関わり、積極的に磨き上げていくことで荒尾への愛着を持つことに

つながります。このことにより荒尾の魅力（資源）をさらに高め、内外に強く

発信していきます。 

 

 

 

海の魅力 

荒尾干潟・夕日 

マジャク・渡り鳥 など 

街の魅力 

万田坑等・グリーンランド 

宮崎兄弟の生家 など 

里の魅力 

荒尾梨・オリーブ 

美しい里山 など 

山の魅力 

小代焼・小岱山 

など 
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外（マーケット・観光客）に対して 

地域の人々が自ら磨き上げた荒尾の魅力（資源）に誇りを持ち、積極的に発信

することで、観光客にとっても強い来訪のきっかけにつながります。 

 

  

荒尾にある資源を深く見つめなおしたことで、これまで荒尾で暮らしてきた人々の思

いや知恵、そして変わらない自然の営みといった「山」・「里」・「街」・「海」の魅力が見

出だされました。これらは荒尾感動物語として、地域内外の人々に共感を生み、少しず

つ発信され始めました。 

このように「源を見つめなおす」という第１期計画の基本方針による取組は、荒尾な

らではの観光地形成につながりました。 

今後は、「荒尾の魅力（人と資源）を磨き上げる」という基本方針による取組を展開

し、持続可能な観光と交流のまちづくりを図ります。 

 


